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キノン含有共役高分子材料の水圏および
非水圏での機能制御とエネルギー関連応用

緒明 佑哉

慶應義塾大学

准教授

1 分子で 2 電子の酸化還元反応を

起こすキノン誘導体を含んだ高分

子材料について、どのような高分

子・ナノ構造を作ると、水圏・非

水圏で酸化還元に基づく機能を発

現できるかについて追究し、その

設計指針を確立と制御を目指しま

す。本研究を通じて、水あるいは

それ以外の溶剤とキノン含有高分

子の分子および材料レベルでの相

互作用を理解することを目指します。得られた知見をも

とに分子・材料設計を行い、水圏で白金を代替するよう

なメタルフリー水素発生電極触媒など、エネルギー関連

材料としての応用を目指します。

水溶液プロセスによる水酸アパタイト結晶
の形態制御と水圏機能設計

後藤 知代

大阪大学

准教授

水環境下における吸着剤の表面吸

着やイオン交換反応は、結晶材料

と水圏界面の反応であることから、

吸着剤の結晶構造から形態のナノ

～マクロ構造制御がその高機能化

において重要となる。水酸アパタ

イト（HAp）は、陽陰イオン交換

特性および特異な吸着特性をもち、

無機汚染物質および有機汚染物質

除去の環境浄化材料として期待さ

れる。本研究では、表面吸着やイオン交換などの HAp 結

晶と水圏界面での反応と水分子の影響の解明に取り組み、

水圏機能デザインのための HAp 材料設計指針の確立を研

究目的とする。

生体分子との相互作用制御を実現する
革新的な温度応答型水圏機能材料の創製

長瀬 健一

慶應義塾大学

准教授

温度変化により水和・脱水和を起

こす温度応答性高分子を修飾した

材料は、界面の親水性・疎水性を

変化させ、タンパク質や細胞との

相互作用を制御することができま

す。この特性を用いて分離材料と

しての検討が行なわれています。

しかし現段階では、温度応答性高

分子の分離材料としての十分な性

能を引き出せていない可能性があ

ります。そこで本研究で

は、温度応答性高分子近

傍の水分子挙動の詳細な

解析を行ないます。これ

により、さらなる機能性

を有する温度応答性高分

子界面の設計指針を構築

し、革新的な分離材料の

創出を目指します。

様々な末端構造をもつデンドリマーの
水和挙動とDDS 機能との相関

児島 千恵

大阪公立大学
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樹状高分子であるデンドリマーは、

内部空間や末端に薬物を担持でき

るため、ドラッグデリバリーシス

テム（DDS）への応用が期待され

ています。これまでに、DDS 材料

としてポリエチレングリコール

（PEG）や熱応答性部位で修飾した

デンドリマーを作製し、その血中

滞留性や細胞との相互作用の温度

による制御について研究してきま

した。細胞の約 70％は水ですので、DDS ナノキャリアと

水との相互作用の理解は極めて重要です。本研究課題で

は、上記の様々な末端構造のデンドリマーナノ粒子の水

和状態を調べ、ナノ粒子の DDS 機能との相関について明

らかにします。




